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三
次
市
遺
族
会
の
概
況

昭
和
二
十
二
年
八
月
、
三
次
町
の
木
島
次
朗
弁
護
士
を
会
長
に
川
地
村
の
西
国
平

一
氏
と
十
日
市
町
高
岡
啓
太
郎
氏
を
副
会
長
に
推
載
し
、
双
三
郡
遺
族
更
生
連
盟
を

結
成
し
発
足
を
み
た
の
で
あ
り
ま
す
。

以
来
昭
和
二
十
九
年
三
月
に
三
次
町
を
中
心
に
町
村
合
併
し
三
次
市
が
誕
生
、
初

代
会
長
西
国
平

一
氏
を
推
載
し
遺
族
会
の
基
礎
造
り
に
専
念
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま

す。
昭
和
五
十
四
年
五
月
に
西
田
会
長
急
逝
せ
ら
れ
後
任
に
上
岡
栄
郎
氏
が
就
任
せ
ら

れ
今
日
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
間
英
霊
顕
彰
遺
族
処
遇
改
善
に
は
全
力
を
揚
げ

て
実
現
の
た
め
努
力
を
傾
倒
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

特
に
英
霊
顕
彰
に
つ
い
て
は
昭
和
五
十
六
年
以
来
毎
年
秋
に
靖
国
神
社
へ
会
長
を

先
頭
に
会
員
五
拾
名
前
後
昇
殿
参
拝
を
継
続
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

更
に
全
国
護
国
神
社
へ
正
式
参
拝
を
毎
年
七
月
に
役
員
を
中
心
に
五
拾
名
前
後
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
に
五
十
二
社
あ
り
ま
す
中
で
現
在
ま
で
三
十
八
社
お
参
り
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
四
国
地
方
四
社
一
、
九
州
地
方
入
社

一
、
中
園
地
方
七
社

一
、
近
畿

て
東
海
地
方
七
社

一
、
北
陸
地
方
は
四
社
中
二
社

一
、
関
東
地

方
六
社
中
三
社
て
東
北
地
方
六
社
と
北
海
道
三
社
は
全
社
と
も
の
こ
り
、
以
上

五
十
二
社
中
三
十
八
社
参
拝
済
で
あ
り
ま
す
。

地
方
七
社

三
次
市
内
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出

三
次
市
遺
族
会
婦
人
部
長

深

サ
カ
エ

見

昭
和
四
十
年
二
月
、

四
代
目
婦
人
部
長
に
就
任
レ
た
し
ま
し
た
。

一 419一

一
番
想
い
出
深
い
の
は
、
婦
人
部
事
業
で
皇
居
清
掃
奉
仕
に
行
き
ま
し
た
事
で
す
。

故
永
山
忠
則
代
議
士
に
六
ヶ
月
前
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

希
望
が
か
な
い
昭
和
四
十
四
年
六
月
三
十
日
出
発
、

七
月
九
日
帰
着
予
定
、
前
遺

族
会
長
故
西
国
平
一
氏
、
男
子
七
名
、
女
子
四
九
名
、
合
計
五
六
名
、
汽
車
で
出
発
、

七
月
一
日
靖
国
神
社
参
拝
、

七
月
二
日
旅
館
よ
り
大
き
な
「
む
す
び
弁
当
二
個
中
食

持
参
」
「
白
い
エ
プ
ロ
ン
」
し
て
皇
居
へ
。

所

先
づ
天
皇
陛
下
の
御
所
へ
二
日
間
清
掃
し
ま
し
た
。
お
庭
の
広
い
事
、
沢
山
の
木
、

森
、
広
い
駐
車
場
、
植
木
が
沢
山
、
農
家
の
方
が
多
く
皆
上
手
に
草
刈
し
ま
し
た
。

一日
目
は
皇
太
子
殿
下
、
美
智
子
妃
殿
下
の
お
住
居
「
東
宮
御
所
」

へ
二
日
間
清

掃
し
ま
し
た
。
美
智
子
妃
殿
下
は
濃
い
「
グ
リ
ン
の
ス
|
ツ
」
と

っ
て
も
お
美
し
か

っ
た
。両

殿
下
お
そ
ろ
い
で
私
達
の
す
ぐ
前
で
御
挨
拶
、
お
礼
の
お
言
葉
を
戴
き
ま
し
た
。



礼
宮
様
は
四
才
位
で
し
た
。
妃
殿
下
の
「
ス
カ
ー
ト
」
に
さ
ば
っ
て
に
こ
に
こ
し
て

頭
を
さ
げ
て
御
挨
拶
し
て
下
さ

っ
た
お
姿
が
と

っ
て
も
可
愛
く
っ
て
忘
れ
る
事
が
出

来
ま
せ
ん
。

四
日
間
の
清
掃
奉
仕
が
終
り
、
長
野
県
の
婦
人
部
の
方
と

一
緒
に
す
ぐ
自
の
前
へ

両
陛
下
御
出
下
さ
り
皆
で
「
君
が
代
」
を
歌
い
お
迎
え
し
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
が
「
遠
方
ご
苦
労
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
」
の
お
言
葉
を
頂
き

一
同
感

激
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
と
御
一
緒
に
万
歳
を
三
唱
し
て
皇
居
に
お
別
れ
し
ま
し
た
。

皇
后
陛
下
の
お
美
し
い
事
、

お
優
し
く
ほ
ほ
え
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

四
日
間
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
、

ほ
ん
と
に
良
い
想
レ
出
に
な
り
ま
し
た
。

次
の
日
は
日
光
参
拝
、
国
立
劇
場
(
滝
の
白
糸
)
見
物
、

田
舎
物
の
私
何
を
見
て

も
珍
ら
し
く
っ
て
目
を
見
は
る
ば
か
り
で
し
た
。

一
緒
に
清
掃
奉
仕
に
行
っ
た
方
と
今
で
も
お
逢
い
す
る
度
、
あ
の
時
は
良
か
っ
た
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ね
、
良
い
事
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
言
っ
て
喜
ん
で
下
さ

っ
て
い
ま
す
。

三
次
市
遺
族
会
は
毎
年
七
月
は
役
員
研
修
旅
行
、
他
県
の
護
国
神
社
参
拝
、
秋
十

月
は
広
島
護
国
神
社
団
参
、
十
一
月
初
旬
は
清
国
神
社
団
体
参
拝
、
三
次
市
十
一
町

村
の
忠
魂
碑
参
拝
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

戦
争
体
験
者
の
会
長
様
、
会
員
の
方
と
旅
行
中
に
は
ゆ
っ
く
り
戦
地
の
苦
労
話
も

聞
か
せ
て
戴
き
、
遺
族
会
の
お
手
伝
を
永
い
間
出
来
た
の
も
十

一
町
村
の
会
長
、
婦

人
部
長
、
評
議
員
、
青
年
部
の
方
々
の
ご
協
力
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。


